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研究成果の概要（和文）：脳内の病変診断のために開発されたFLAIR 法を応用することにより円板後部組織の病
態を検出し、疼痛との関連を検討することを目的とし、最終的に顎関節症の疼痛の新たな MRI 診断法を開発す
ることを目的とした。検討の結果、疼痛を伴う関節円板後部組織のFLAIR信号は、疼痛を伴わないものに比べ上
昇することを確認した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the study is to analyze an association between pathological 
changes in the retrodiscal tissue of TMJ and pain by FLAIR sequences. We have confirmed that FLAIR 
signal from patients with pain in the retrodiscal tissue showed higher than that without pain.

研究分野：医歯薬学病態科学系歯学
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１． 研究開始当初の背景 

顎関節の臨床症状に関するMRI診断につい

ては、1980 年代から報告がなされ、円板転位

の他に円板後部組織の変化、joint effusion、

下顎頭の骨髄変化等との関連が示唆されて

いる。われわれはすでにこの領域の研究成果

として、MRI 診断に関する研究では、円板後

部組織の変化、下顎頭の骨髄変化について、

また、joint effusion と疼痛を含めた臨床症

状との関連について国内外に報告している。

また、MRI による円板後部組織の変化に関す

る研究は、他にみられるが、われわれの研究

を含め国内外の研究において関節円板の転

位に伴った円板後部組織の詳細な病態変化

については報告が見られない。一方、われわ

れはMRIの撮像方法および信号強度の計測方

法および評価法についても報告を行ってお

り、さらに萌芽研究 (FLAIR 法 MR 画像による

顎関節滑膜炎の病態診断プロジェクト：研究

課題番号：17659595）および基盤研究（C）（顎

関節疼痛を関節液蛋白濃度の可視化により

診断するプロジェクト：研究課題番号：

23592777）で FLAIR 法の基礎的事項について

も検討を行っている。そこで、これらを応用

することにより、円板転位に伴った円板後部

組織の詳細な病態を検出することが可能と

考えた。 

 

２．研究の目的 

顎関節症の患者の約 80%に円板転位が認め

られ、円板転位と疼痛とが以前より強く関連

付けられてきた。しかし、無症状者の約３０%

に円板転位が見られることから、疼痛の原因

が、円板転位そのものではなく、転位により

二次的に生じた病態と関連していることが示

唆されている。特に関節円板の後方に連続す

る円板後部組織は、血管や神経に富んだ組織

であり、二次的にこの部に障害および疼痛が

惹起されていると考えられる。一方、円板後

部組織の MRIでの非侵襲的な評価は行われて

いるが病的変化の詳細については明らかにさ

れていない。本 project では、脳内の病変診

断のために開発された FLAIR 法を応用する

ことにより円板後部組織の病態を検出するこ

とを目的とし、最終的に顎関節症の疼痛の新

たな MRI 診断法を開発することを目的とす

る。 

 

３．研究の方法 

ファントム実験を含め基盤研究（C）で得ら

れ た 成 果 (Sasaki Y, Sakamoto J, 

Otonari-Yamamoto M, Nishikawa K, Sano T. 

Oral Surg Oral Med Oral Pathol Oral Radiol. 

2013 Oct;116(4):503-10. )を基に円板後部

組織に生じる可能性のある血液および浸出

液の検出に適したFLAIR法シークエンスの開

発に関するFLAIR法の基本的撮像法の検討お

よび撮像パラメータの検討を行うこととす

る。また、検討した撮像方法および撮像パラ

メータにより、インフォームドコンセントを

得た患者の FLAIR 法像と T2 強調像との信号

を比較し、検討する。インフォームドコンセ

ントを得られた円板転位を伴っていない患

者より得られたFLAIR法像と円板転位を伴っ

た患者より得られた FLAIR 法像を比較し、円

板後部組織の変化を確認した上で、最終的な

シークエンスの決定とする。 

 

４．研究成果 

疼痛を伴う関節円板後部組織の FLAIR 信号

は、疼痛を伴わないものに比べ上昇すること

を報告した。関節円板の FLAIR 信号について

も報告した。また、疼痛を伴う外側翼突筋の

FLAIR 信号について報告し、MR 画像上で変形

性顎関節症における関節液量と疼痛との関

連についても報告した。 
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